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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
戸
川
ダ
ム
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、
地
域
の
皆
様
か
ら
多
大
な
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
、
事
業
を
本
日
ま
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
付
替
県
道
栗
東
信
楽
線
の
工
事
契
約
、
ダ
ム
本
体
工
事
の
た
め
の

進
入
道
路
の
工
事
発
注
手
続
き
に
着
手
で
き
、
ダ
ム
本
体
の
着
工
に
向
け
、
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
年
に
な
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
は
丙
午(

ひ
の
え
う
ま)

の
年
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
、
行
動
力
を

持
っ
て
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
な
が
ら
事
業
を
前
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

歴
史
も
大
事
に
し
な
が
ら
、
将
来
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
賑
わ
い
の
あ
る
、

継
往
開
来
型
の
ダ
ム
と
し
て
の
展
開
も
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
、
職
員
一
同
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の

事
業
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

大
戸
川
ダ
ム
工
事
事
務
所
長

令
和
八
年
一
月

宮
川

仁

み
や
か
わ

ま
さ
し

完成試験湛水
堤体打設基礎掘削転流工本体調査設計

道路の付替
移転

事業の調査
・決定

◆ 令和７年の主な進捗状況の振り返り ◆

【ダム本体関連】
・ダム予定地付近の地質調査を概ね完了

・ダムの設計に必要な地盤の解析を実施

・ダム本体の設計や水理模型実験を実施しデータを蓄積

・環境調査結果のとりまとめ（報告書）を完了

・進入道路の工事発注手続きに着手

【付替県道栗東信楽線関連】
・北側区間の工事（法面整備・仮設迂回道路）に着手

・南側区間のルート設計及び関係機関等協議を実施

【地域振興関連・広報関連】
・ダムフェスを通じ、地元や関係機関との協働並びに地域づくり体制の検討を実施

・広報誌の充実や事業進捗状況の現場見学会などを実施



県道栗東信楽線

新名神高速道路

監理技術者

芝田 久義 さん

監理技術者

影山 禎郎 さん

法面対策

工事名：大戸川ダム付替県道栗東信楽線迂回路設置他工事

工事名：
大戸川ダム付替県道栗東信楽線法面対策他工事

工事②

工事①

■工事紹介 付替県道「栗東信楽線」で工事が始動

至
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津
市
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設計⑧、設計⑫

設計④、設計⑨ 設計③

設計①、設計②

設計⑤、設計⑥、設計⑦、設計⑩

大鳥居発電所

大戸川発電所

上
田
上
大
鳥
居
町

上田上桐生町

上田上牧町

平野
芝原

中野

新免

堂

羽栗

枝

里

太子

関津

稲津

金
勝
寺牧

石居

黒津

大日山瀬
田
川
洗
堰

森

大鳥居

信
楽
町
黄
瀬

番号 件名 期間 請負業者 概要

設計① 大戸川ダム管理用道路詳細設計他業務 R6.5.21～R8.3.19 (株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ダム管理用道路の詳細設計

設計② 大戸川ダム本体修正設計業務 R7.1.10～R8.3.25 (株)ﾆｭｰｼﾞｪｯｸ ダム本体の詳細設計他

設計③ 大戸川ダム栗東信楽線道路予備修正他業務 R7.4.22～R8.3.27 中央復建ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ(株)
付替県道栗東信楽線、付替市道・林道
の設計他

設計④ 大戸川ダム周辺整備検討業務【完了】 R7.5.8～R7.12.22 (株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 事業用地利活用検討

設計⑤ 大戸川ダム放流設備水理検討業務 R7.4.1～R8.9.30
国立研究開発法人
土木研究所

ダムの洪水吐や放流能力に関する検討

設計⑥ 大戸川ダム転流工詳細設計業務 R7.5.14～R8.3.27 (株)ﾆｭｰｼﾞｪｯｸ 転流工の詳細設計

設計⑦ 大戸川ダム地質総合解析とりまとめ業務 R7.6.10～R8.2.27 (株)ﾆｭｰｼﾞｪｯｸ ダム本体の地質解析

設計⑧ 大戸川ダム環境保全対策検討業務 R7.6.19～R8.3.10
日本工営(株)・
(一財)水源地環境ｾﾝﾀー
JV

環境保全措置等の検討

設計⑨ 大戸川ダム管理施設全体計画検討業務 R7.10.15～R8.3.27 (株)建設技術研究所 ダム管理施設の概略検討

設計⑩ 大戸川ダム耐震性能照査業務 R7.10.25～R8.5.29 (株)ﾆｭｰｼﾞｪｯｸ ダム本体の耐震性能の照査

設計⑪ Ｒ７大戸川ダム地質調査解析業務 R7.12.19～R8.5.29
(株)ﾆｭｰｼﾞｪｯｸ・大日本
ダイヤコンサルタント
(株)ＪＶ

ダム建設事業区域内の地質調査と解析

設計⑫ R7大戸川ダム環境調査検討業務 （契約手続き中） 環境調査他

番号 件名 期間 請負業者 概要

調査① Ｒ７大戸川ダム右岸天端工事用道路地質調査業務 R7.12.23～R8.5.29
大日本ダイヤコン
サルタント(株)

ダム右岸天端への工事用道路の地質
調査

番号 件名 期間 請負業者 概要

工事① 大戸川ダム付替県道栗東信楽線法面対策他工事 R7.10.27～R8.6.25 ライト工業（株） 付替県道栗東信楽線の斜面整備他

工事② 大戸川ダム付替県道栗東信楽線迂回路設置他工事 R7.11.12～R8.6.30 （株）桑原組 付替県道栗東信楽線の迂回路設置

工事③ Ｒ７大戸川ダム右岸天端工事用道路設置他工事 （契約手続き中） ダム右岸天端への工事用道路設置他

工事④
R7大戸川ダム右岸天端工事用道路補強土壁設置
他工事

（契約手続き中）
ダム右岸天端への工事用道路補強土
壁設置他

管理区間令和７年度事業実施予定位置図
（R7.１２.３１時点）

※記載の工事・業務については、主要なもの（維持作業、
水理水文調査、事務補助等を除く）を記載しています。

注）赤字は先月号から更新した箇所

設計・検討

調 査

工 事

注）灰色は先月中に完了したもの

工事① 工事②

調査①

設計⑪

設計③

大戸川ダム
建設予定地

 ダム建設事業区域内の地質調査と解析を行う設計⑪を契約しました。

 環境調査を行う設計⑫の契約手続きを開始しました。

 設計②では、ダムだより第31号（2025年10月発行）で特集した

「コンクリート配合試験」のコンクリートに対して、上から機械で押

しつけて破壊し強度を測る試験を実施しました。

工事③、工事④

 工事①、②では準備工として、測量・立木調査を開始しました。

 ダム建設地へアクセスするための工事用道路の補強土壁設置を

行う工事④の契約手続きを開始しました。

 ダム右岸天端への工事用道路の地質調査を行う調査①を契約しました。

立木調査（工事①）

コンクリートの圧縮破壊試験

工事紹介で
チェック！

工事紹介で
チェック！



上田上小学校の卒業記念として、卒業生18名と一緒に

大戸川ダム工事事務所の事業用地内に栗の木の植樹を行いました。

初めに上田上学区自治連合会古市秀樹さんのご協力の下、これまでの経緯と砂防事業や

植樹の必要性などについて学習し、田上山の模型をつくり、植樹により洪水被害が軽減
されることを実験しました。

その後バスで現場に向かい、子どもたちが力を合わせて栗の木を植え、大きく育つ

ように、全員で「大きな栗の木の下で」を合唱しました。

■トピック

上田上小学校６年生
卒業記念植樹を実施

実施日：令和７年１２月１２日（金）
場 所：大津市上田上大鳥居地区

教室で砂防の知識を学習

栗の幼木を掘った穴に慎重に運ぶ様子
模型を用いた砂防実験の様子

みんなで記念写真！
栗の木、大きく育ってね！



大戸川ダム周辺の地域振興について考える「牧地区勉強会」を開催し、地域の課題解決のための取り組

みについて引き続き議論しました。

今回の勉強会では、令和7年9月に開催した第２回目の勉強会や、令和５＆６年度勉強会で出た地域振興

のアイデアを整理するとともに、大戸川ダムフェス２０２５で実施した来場者アンケート結果を踏まえ、
“地域の課題解決の糸口”となる３つのテーマを設定。３班に分かれ、テーマごとに具体な取り組み内容
について深掘りしました。来年度の勉強会は、牧町地域開発対策委員会としても、幅広い年齢層の方々に
も参加していただけるよう考えられています。

■トピック

牧地区で今年度３回目の地域振興に関する勉強会

【実施日】令和７年１２月６日（土）
【場 所】牧自治会館
【参加者】牧地区のみなさま

大津市建設部広域事業室
滋賀県流域政策局地域振興係
大戸川ダム工事事務所

議論テーマ②

「文化・郷土愛」

議論テーマ③

「観光・新たな魅力」

議論テーマ①

「自然・再発見」

継続できる取組が重要。

郷土料理の調理方法の伝承が必要。

牧発電所付近に”道の駅”を整備しては？



〒520-2144 滋賀県大津市大萱1-19-32
TEL.077-545-5675 FAX.077-543-5340

国土交通省 近畿地方整備局

大戸川ダム工事事務所

大戸川ダム
webサイト

みお

ダイモン

X（エックス）

表紙の写真：大戸川ダム工事事務所職員 新年集合写真(R8/1/6)

四十四田ダムは岩手県にある北上川本流をせき止めて造られているダムです。
洪水調節や発電の目的に使われ、生活に大きく役立っています。
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コンクリート部

フィル部

約7km

大戸川ダムとの共通点①：街から近い！
盛岡市街中心部から近いため、地元の方や観光客が訪れやすい立

地です。たくさんの桜があったり、ダム本体を散策できるなど訪れ
た人が楽しめる工夫もされていて、地域の賑わいに貢献しています。

大戸川ダムとの共通点②：複数の市町が関係！
地元自治体と企業、そして住民がタイアップし、季節ごとにお祭り

を開くなど精力的に活動し、地域を盛り上げています。ダムを活かし
た地域振興の好事例です。

（編集後記）表紙に写る当事務所建物は、昭和56年（１９８１年）
に誕生し、今年で４５歳です！ 立地する現在の土地は、昭和５５年
まで池だったようで、痕跡を示す石碑が線路脇に建立されています。

今年もどうぞよろしくお願い
致します。m(_ _)m （G）

池を埋め立てた直後の様子 赤枠内が現事務所敷地
（昭和５５年頃撮影） 現事務所（写真中央二階建ての建物） 池跡碑
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